
ノニルフエノールの分解度試験成績報告書

ユ．試験期間

2．試　料　名

　　分子式

構造式

昭和よ0年3月3日～昭和’0年5月／0日

ノニル7エノ～ル　（試料廠K－69）
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　OH
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駿講三i｝…一一一

　　　　酸素消費量自動測定磯

　　　　　3．■の記録による

　　（a）　使用分析機器

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FID

　　　　　紫外可視自記分光光度計

　　　　　液体ク・マトグラフ

　3、1　試験装置

3．試験方法及ぴ条件

　3．2　酸素消費量測定

　3．3　生分解試験後の直接定量法

（b）分析試料の前処理

　　　　　試　験　液

　　　　　　　　聯盟／．分間，｝

　　　　　　　　・250m∠定容

ri｝湯麺
　　　　　　　　　　　　一丁一一

〔c）

×．2回

　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　一十　
一　　■

　　　　　　　　　　　　　　　・」0皿」分取
　　　　　　！．　・蒸発乾固

　　　曄劃麺．←5m♂THF
　　　　　　　　　　　　睡1

分析条件

　ガスクロマトグラフ（αC）検出器FID

　　キャリアガス　　N2

　　充てん剤　DO200　2％
　　ガラスカラム　　．2mmφ×03m

　　カラム温度　　8’℃～1」0℃ノ15分劇寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　昇温速度24℃／皿in

　紫外可視自記分光光度計（吸光光度計）

　　波　　　長　　230nm～350㎜

　　ス　リ　ツト幅　　　　4n皿

　使用セル　石英セルンo皿×！o㎜
　　　　　　（以下余白次頁に続く）



液体クロマトグラフ

　　　　カ　ラ　ム

　　　　固定相

　　　　溶離液

　　　　流　　速

　　　　検出器

4．試験結果

ステンレス　75㎜φ×6／σm

　G一／000

TEF

∠3mJ／min

UV（277nm）

酸素消費量による結果

　σσによる結果

吸光光度計咋よる結果

　LCによる結果

分解度（％） 付 図 付 表

艮 0 ／
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89 2 ！

農 よ3 3 2

tユ’ ≠ 3

5 そ　の　他

　試験液の水系にむいて、GC，uv，LO分析で残留率が

60～70％しか左いのは揮散性によるものと推定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


